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1. はじめに

                    

では、ソフトウェア工学・ソフトウェア科学の成果とは何だろう？   デザインパ

      



1. はじめに

14

論）、What あるいは「どうあるべきか」を記述する宣言的な仕様記述言語、アルゴ

              

2 章ではデザインパターンを概説する。特に、デザインパターンの評価基準とな

 

3 章は、4 章以後で必要となる個々のデザインパターンの要約である。ここにはデ

  

4 章は、本書の核となる部分であり、デザインパターンを意識しながらどうやっ

 

5 章は、制御系システムの分析・設計をどう進めていくかを述べる。

6 章は、導入の課題と今後の動向を述べる。

クラス図などの記法としては標準になる可能性が強い UML（Unified Modeling

Language）*1 を用い、仕様記述言語も UML で定義されている OCL（Object Constraint

Language）*2 を使う。UML の記法や OCL の文法は、最初に出てきたところで概要を

 

7 章は、付録であり、UML と OCL の概要説明を行う。また、参考文献についても

 

1. 『UML Notation Guide version 1.1, Rational Software, 1 September 1997』及び付録 7.1 参照。
2. 『Object Constraint, Language Specification,Rational Software,  1 September 1997』及び付録

7.2 参照。


